











氏     名 梶原 将也 
学 位 の 種 類        博士（医学） 
学 位 記 番 号        博甲第  ９２３２  号 
学位授与年月        平成３１年４月３０日 
学位授与の要件        学位規則第４条第１項該当 
審 査 研 究 科        人間総合科学研究科 
学位論文題目        膝前十字靭帯再建術後の二重課題による片脚着地動作： 
光学式三次元動作解析装置による検討 
主 査        筑波大学教授  博士（医学） 南  学   
副 査        筑波大学准教授 博士（医学） 松本 功 
副 査        筑波大学講師  博士（医学） 冨所 康志 

























と二重課題で計測し、paired t testで比較した（p<0.05で有意差あり）。 
 
結果：一重課題に比べ二重課題では、健常アスリート、ACL再建術後アスリートで、脛骨内旋角度の変
化量がそれぞれ 16％(p=0.007)、14.7% (p =0.03)有意に増加した。床反力の最大値もそれぞれの群で
二重課題において 10.8％（ｐ＝0.005）、13.9%（p =0.0004）有意に増加した。また、ACL再建術後ア
スリートでのみ、膝関節屈曲角度、脛骨前方移動量の変化量がそれぞれ、7.1% ( p =0.10)、24.1% 
( p =0.07) 二重課題でより大きな傾向があった。しかし膝関節外反角度の変化量は両群で、二重課題






























ョン終了直後の ACL 再建術後アスリートへの応用などにより、競技への復帰過程における kinematics
の変化や、将来の ACL再断裂の予防につながるデータが得られる可能性があり、その基本的な手法を確
立した点は評価に値する。 
平成 31年 2月 19日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
